








































































































































































































































































































































































































































































（19） 沢柳政太郎『学修法』同文館 ,1908年12月（『全集』第２巻所収 ,p.58）
（20） 沢柳『学修法』同上 ,pp.56-57









（30） 沢柳政太郎「図書館の教育的任務に就て」『図書館雑誌』第19号 ,1914年１月 ,p.17
（31） 沢柳政太郎『実際的教育学』同文館 ,1909年2月（『全集』第１巻所収 ,pp.54-55）
（32） 沢柳『実際的教育学』同上 ,p.55
（33） 沢柳政太郎「社会教育機関の充実」『帝国教育』第461号 ,1920年12月（『全集』第３巻所収 ,p.415）




  1897（明治30）年 31館
  1902（明治35）年 67館
  1907（明治40）年 151館
  1912（明治45）年 541館
  1917（大正６）年 1,237館
  1922（大正11）年 2,390館
  1927（昭和２）年 4,306館
─ 104 ─ ─ 105 ─
教育学部論集　第18号（2007年３月）
 （文部省『学制百年史』資料編，1972年10月 ,p.450）
（37） 田中敬『図書館教育』同文館 ,1918年５月 ,p.9





















（55） 佐野友三郎「学校教育に於ける図書館の利用」『帝国教育』第410号 ,1916年9月 ,p.8
（56） 大井令雄『日本の「新教育」思想—野口援太郎を中心に—』勁草書房 ,1984年4月 ,p.161
（57） 鈴木美南子「教育者沢柳政太郎における仏教思想」『フェリス女学院大学紀要』第８号 ,1973年３
月 ,p.118
（やまだ　よしあき　教育学科）
（わたなべ　ゆういつ　佛教大学非常勤講師）
2006年10月19日受理
